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DOKS5; C200rf180; Docking protein 5; Downstream of tyrosine kinase 5; Insulin receptor
substrate 6; IRS-6; IRS6
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	抗原情報
	背景
	ドッキングタンパク質5（DOK5）ホモサピエンスこの遺伝子によってコードされるタンパク質は、シグナル伝達に関与するアダプタータンパク質である膜タンパク質のDOKファミリーのメンバーです。コードされるタンパク質は、リン酸化受容体チロシンキナーゼと相互作用して、神経突起伸展およびMAPキナーゼ経路の活性化を媒介します。他のDOKファミリータンパク質とは異なり、このタンパク質はRASGAPと相互作用しません。このタンパク質は、全身性硬化症患者でアップレギュレーションされており、インスリン様成長因子結合タンパク質5によって誘発される線維化に関連しています。この遺伝子の選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生成されます。[RefSeq提供、2014年6月],ドメイン：PTBドメインは受容体相互作用を媒介します。,機能：DOKタンパク質は、酵素的に不活性なアダプターまたは足場タンパク質です。これらは、多分子シグナル伝達複合体の組み立てのためのドッキングプラットフォームを提供します。 DOK5はRETを介した神経突起伸展に機能し、MAPキナーゼ経路の活性化に重要な役割を果たす。神経分化におけるRETの下流エフェクターとの関連が推定される。,PTM：インスリン、IGF1、GDNFに応答してチロシン残基がリン酸化される。,類似性：DOKファミリーに属する。タイプBサブファミリー。,類似性：IRS型PTBドメインを1つ含む。,類似性：PHドメインを1つ含む。,サブユニット：リン酸化RETと相互作用する。他のDOKタンパク質とは異なり、RASGAPとは相互作用しない。,組織特異性：骨格筋で最も高く発現し、脳、心臓、腎臓では低い。活性化末梢血Tリンパ球でも検出される。,
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	DOK5 抗体を使用した HT-29 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	Dok-5ポリクローナル抗体（1：500希釈）を用いた293T細胞のウエスタンブロット解析

